
めざすべきビジネスモデル

百十四銀行がめざすビジネスモデル

地域金融機関にとって厳しい環境が続く中、当行の組織や人材力及び営業ネットワークなどを最大
限活用して金融仲介機能を発揮し、お客さまの稼ぐ力と地域の金融資産形成等に全力を注ぐことで、
お客さま・地域の成長に貢献し、それを自らの競争力や安定的な業績につなげる「地域経済における好
循環」を実現することが、当行がめざすビジネスモデルです。

● FinTechを用いた新たな競合者の
 登場
● 顧客ニーズの多様化、ライフスタ

イルの変化
● 金融規制の緩和

● 瀬⼾内圏及び四国の成長性
● 歴史ある広域店舗網
● 地元香川県での圧倒的シェア
● 充実した本部サポート体制
● 女性の活躍

従業員数

2,327名

グループ会社

10社

■ 経営資源 ■ 強み

● 資金需要の低迷
● 低金利環境の長期化と
 資金利鞘の減少
● 人口減少・少子高齢化
 社会の進行

　香川県経済は、設備投資が底堅く推移する
なか、企業の生産動向は緩やかに持ち直しを
続けており、個人消費や住宅投資も持ち直し
の動きをみせるなど、景気は緩やかな回復基
調にある（平成29年8月）。

　平成28年度の県内主要観光地の入り込み状況
は、475万4,367人と２年連続で増加しており、過去
5年間で最も高い水準。うち、外国人延べ宿泊客数
は、平成27年度比70.3％増の35万8,360人で伸び
率は全国トップ。

県内観光客2年連続増加TOPICS

地域経済（香川県）の現状

銀行を取り巻く環境

百十四銀行の経営資源

● 預貯金残高 （1世帯あたり）： 全国3位

● 有効求人倍率：  全国9位

● 産業構造
中小企業を主体とした特定の業種に偏らな
いバランスの取れた産業構造。このため、経
済環境の変化に強いという強みがある一
方、地域経済の強力な牽引役となる中核産
業や企業群が少ない。

● 人口減少の先進地域
香川県の人口は、平成11年の103万人をピー
クに、平成29年4月1日時点では、97万人弱
となっている。日本全体の人口が減少に転じ
たのは、6年前（平成23年）であり、香川県は
人口減少の先進地域となっている。

中期経営計画

チャレンジ・バリュー・プラス

お客さま・地域の
課題解決支援

金融仲介機能の発揮

お客さま・
地域の成長

企業：売上増加・生産性改善
個人：金融資産の形成・増加

自らの
企業価値向上

競争力の強化
安定的な業績の確保

経営体力の強化

好循環

店舗数

124店舗

海外

2拠点

■ 香川県経済の概況
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